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中性子暈 （neutron halo)

      



正準基底HFB法

未知の核  ⇒  任意の変形、任意の表面状態 (スキン、ハロー)
      調和振動子等の基底展開は不利 (最適化がわずらわしい)
　　  位置座標表現が適する (正方メッシュ表現等)
      

中性子過剰核 　⇒　フェルミ準位の上昇 (連続状態への接近)
   　　対相関で連続状態を陽に取り入れる必要
   　　従来の解法 (準粒子法) では困難 (状態数が過大)

正準基底HFB法 + ３次元メッシュ表現 + Skyrme 相互作用
   　　任意の変形、任意の表面状態、連続状態の対相関 を扱える





　　　　正準基底HFB法での暈抑制効果の理解

状態依存Hamiltonian の形より
    フェルミ準位より低い軌道はHartree-Fock s.p.Hamiltonianで束縛され、
　 フェルミ準位より高い軌道はpairing Hamiltonianで束縛される。
　

　　pairing Hamiltonianのポテンシャル項は小さいが、運動エネルギー項は
さらに小さいので、Hartree-Fock Hamiltonianよりはるかに多くの核子を束
縛することができる。

    フェルミ準位近傍では両Hamiltonianの和の二分の一倍が働く。
Pairing Hamiltonianのポテンシャルによる余分の束縛により、密度分布の
裾野は縮小する。
　　
     　　 



HFB計算の設定





｜β｜

N偶数、<Z>整数、8  Z  N 70≦ ≦ ≦ 、 ドリップ線内に  736核種





主殻が閉殻となる核

　　N=28,20,40　：　球形。　対相関が無い。

　　　　　フェルミ準位がゼロに近づくにつれて、
　　　　　平均半径が徐々に増大していく。

　　N=70　：　球形。　対相関が存在　。（対相関スペースが大き過ぎた）

　　　　　　フェルミ準位が変わっても平均半径はほとんど変化しない。

　　　　　フェルミ準位がゼロを超えてもしばらくは空間的局在が保たれる。
　　　　　（２００６年春の学会での発表の通り）

主殻閉殻以外の核　：　大多数が変形。　全てに対相関が存在。

　　　　N=70核と同じ傾向

それでは、変形核で対相関がない場合はどうなるか？　さらに調べてみた。
　　　　



N=50 isotones (<Z>=21--50)

Pairing force strength changed



N=50 isotones



結果のまとめ

変形核では

　　対相関の有無によらず、
　　　　フェルミ準位の上昇による平均半径の増加率は小さい
　　　　（球形で対相関のない主殻閉殻核と比較して）

変形核でも球形核でも

　　対相関がなければ、
　　　　フェルミ準位がゼロを超えれば、
　　　　HF解は密度が非局在化する。

　　対相関があれば、
　　　　フェルミ準位がゼロを超えても、
　　　　しばらくは密度の局在したHFB解が存続する。



計算設備

Intel　Core2Duo  @2.4GHz 

（Dual Core)  ×６台

１台で１個の核の計算を担当

する。２個あるCPUコアの各々

は中性子または陽子のどちら

かの計算だけを担当する。



今後の展望

スピン軌道力、クーロン力の部分を早期に完成させたい（研究時間を確保して）。

      　言語の標準規格からの逸脱を認め、移植性を絶対視しないことで
　　　　プログラミングを楽しみたい。

CPUの dual/many core 化を利用できる並列化プログラムに改造していく。
 
　    現在 dual CPU  : proton,  neutron → quad core なら σx=±1等でさらにわける
      現在 fifo (socket, like MPI) →  shared memoryに変えたい

正準基底表現されたHFB解の時間発展を計算する方法の開発を目指す。

　　　変形、対相関、連続状態の寄与　の３要件を考慮した応答関数の計算の新しい
　　　手法となる。


